
廣道 純（車いすレーサー）
１９７３年生まれ。大阪府堺市出身、現在は大分市在住。
８９年（高校１年の時）に、バイクに乗って事故を起こし、脊髄損傷により突然の車椅子生活となり、退院
後１７歳で車椅子レースの世界へ。９４年当時の車いすマラソン世界記録保持者ジム・クナープの元へ
弟子入りを志願。彼の元へホームステイし、レース前のメンタルトレーニングや勝ち方、練習方法など多くの事を
学び、アスリートとしての素質を開花させる。
９４年ボストンマラソンを皮切りに世界各国のレースに出場。９６年世界最大の大分国際車いすマラソンで
日本人初の総合２位を果たし、名実ともに世界のトップアスリートとなる。００年シドニーパラリンピック８００ｍで銀メダルを
獲得。０４年３月には日本人で初めてのプロアスリートとして独立。その年に行なわれたアテネパラリンピック８００ｍで銅メ
ダルを獲得し、２大会連続でメダルを獲得する快挙を成し遂げる。現在、世界各国で年間３０回のレースに出場しながら、
講演会やトークショーなども積極的に行っている。
また、選手育成や車いすレース普及の為、コーチングクリニックを開催、健常者と車いすの融合できるスポーツイベントの開催
も行っている。

アップアップガールズ(２)
２０１６年の「アップアップガールズ（仮） 日本武道館
超決戦 vol.１」で発表されたオーディションで、翌２０１７
年に「アップアップガールズ（仮） 」の妹分として４人のメン
バーが発表され、結成。現在は、リーダーの髙萩千夏
（たかはぎ ちなつ）をはじめ、吉川茉優（よしかわ まゆ）、
鍛治島彩（かじしま あや）、橋村理子（はしむら りこ）、
中川千尋（なかがわ ちひろ）、佐々木ほのか（ささき ほのか）の６名で活動。これまでに５枚のシングルリリース。

尾川 とも子（フリークライミング）
１９７８年生まれ。愛知県出身。
２０００年からクライミングを始める。宇宙飛行士を目指し、早稲田大学理工学部応用物理学科に入学。
在学時、国体山岳競技に誘われたのを機に本格的にフリークライミングを始める。その後、命綱を使わない
ボルダリングに集中し、競技歴わずか３年でアジアのトップに上り詰める。日本人女性初のプロクライマーとし
て、大会に出場しつつ、高難度の岩に挑戦。２００８年４月には、日本人女性初と難度V１２を達成。
２０１２年１０月に世界で女性初となる難度V１４を達成。世界のトップと肩を並べる。
２０１２年には世界で最も活躍したクライマーに贈られるGolden Piton賞、２０１４年にGolden Climbing Shoes
賞を両賞とも日本人史上３人目、日本女性初の受賞。

■トークゲスト／ミニライブ／ステージMC／沿道会場レポーター
プロフィール

おがわ ともこ

ひろみち じゅん

柴田英嗣（アンタッチャブル）
１９７５年生まれ。静岡県出身。
１９９４年に山崎弘也とアンタッチャブルを結成。テレビのお笑い番組などに出演し人気を博す。
２００３年「M-１グランプリ」では、敗者復活戦から勝ち上がり、最終決戦で３位。翌２０１４年
には、見事優勝を果たす。他にも数々のお笑いタイトルを獲得。

しばた ひでつぐ

トミドコロ
１９８２年生まれ。千葉県出身。
２００６年よりお笑いコンビを結成し芸能活動をスタート。２００９年にコンビ解散、ピン芸人として
活動する。これまでに多数のバラエティ番組に出演するほか、数々のイベントでの司会、ゲストなどで活
躍。２０１１年開催のイベントで、１か月の間で５万人以上とハグをしたギネス記録を持つ。

吉川茉優（アップアップガールズ(２)）
１９９８年生まれ。秋田県出身。
アップアップガールズ(２)の２０１７年の結成当初からのメンバー。マラソン未経験でありながら、東京
マラソン2018に出場し、見事に完走を果たす。

よしかわ まゆ
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